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SAGAE NEWS
さがえニュース

　
市
政
運
営
の
３
つ
の
柱

　
市
長
就
任
以
来
「
子
ど
も
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
、
安
心
し
て
元
気
に
暮
ら
せ

る
ま
ち
寒
河
江
」
の
実
現
を
目
指
し
て
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
声
に
真
摯
（
し
ん
し
）

に
耳
を
傾
け
、
寒
河
江
の
将
来
を
思
い
、

力
を
合
わ
せ
て
豊
か
な
未
来
を
つ
く
り

上
げ
て
い
く
こ
と
を
基
本
と
し
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
施
策
に
鋭
意
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
。

　
市
内
全
地
区
を
回
る
地
域
座
談
会
、

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
、
子
ど
も
た
ち
か
ら

の
手
紙
、
市
政
ポ
ス
ト
、
各
種
団
体
と

の
意
見
交
換
会
、
振
興
審
議
会
を
は
じ

め
と
す
る
各
種
の
審
議
会
な
ど
、
多
方

面
か
ら
市
民
の
皆
さ
ま
よ
り
ま
ち
づ
く

り
へ
の
思
い
を
お
聞
き
す
る
こ
と
が
で

き
、
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す

と
と
も
に
、
そ
の
期
待
に
応
え
て
施
策

を
実
現
し
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
、
私
の

使
命
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
令
和
２
年
度
は
、
第
６
次
寒

河
江
市
振
興
計
画
の
折
り
返
し
地
点
と

し
て
節
目
の
年
で
あ
り
、｢

チ
ャ
レ
ン
ジ

(

重
点
目
標
の
実
現
に
向
け
て
の
集
中
的･

重
点
的
な
取
り
組
み)

」
の
最
後
の
年
と

な
り
ま
す
。
前
期
５
年
間
の
総
仕
上
げ

の
年
と
な
り
ま
す
の
で
、
各
施
策
の
成

果
を
検
証
し
深
化
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
市
民
の
皆
さ
ま

と
と
も
に
振
興
計
画
を
見
直
し
、
市
民

一
人
一
人
が
未
来
に
向
か
っ
て
健
康
で

明
る
く
楽
し
く
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
「
ス
マ
イ
ル
シ
テ
ィ
」
の
実
現

に
向
け
て
、
次
期
の
行
動
計
画
を
策
定

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
本
市
の
確
か
な
明
日
に
向
か
い
、
新

年
度
は
次
の
３
つ
の
大
き
な
柱
を
立
て
、

施
策
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

①�

未
来
を
拓
く
こ
ど
も
た
ち
へ
切
れ
目

な
い
支
援
を

　
～
さ
が
え
っ
こ
育
み
プ
ロ
グ
ラ
ム
～

　
こ
の
寒
河
江
に
生
ま
れ
、
寒
河
江
で

育
ち
、
寒
河
江
の
未
来
を
切
り
開
い
て

い
く
子
ど
も
た
ち
は
、
ま
さ
に
寒
河
江

の
宝
で
す
。
そ
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が

大
人
に
な
る
ま
で
成
長
を
見
守
っ
て
い

く
こ
と
は
、
我
々
の
責
務
で
あ
り
ま
す
。

本
市
は
、
平
成
26
年
に
「
さ
が
え
っ
こ

す
く
す
く
宣
言
」
を
し
、
市
民
み
ん
な

で
手
を
取
り
合
い
、
子
育
て
を
支
え
る

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
、

そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
宣
言
の
理

念
に
基
づ
き
、
生
ま
れ
て
か
ら
大
人
に

な
る
ま
で
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行
う

｢

寒
河
江
型
ネ
ウ
ボ
ラ
」
を
展
開
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
婚
活
支
援
な
ど
の
少
子
化
対
策
の
強

化
、
保
育
料
の
無
償
化
や
保
育
所
整
備

な
ど
の
子
育
て
支
援
の
拡
充
、
小
中
学

校
の
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
環
境
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
整

備
、
特
別
教
室
空
調
整
備
な
ど
の
学
習･

教
育
環
境
の
充
実
、
英
語
教
育
の
充
実

な
ど
に
よ
る
未
来
志
向
の
ひ
と
づ
く
り

な
ど
、
本
市
な
ら
で
は
の
施
策
「
さ
が

え
っ
こ
育
み
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
展
開
し
、

人
口
減
少
対
策
を
推
進
い
た
し
ま
す
。

②�

持
続
可
能
で
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し

を
ま
も
る

　
昨
年
10
月
の
令
和
元
年
東
日
本
台
風

(

台
風
19
号
）
は
、
東
日
本
を
中
心
に
各

地
で
洪
水
や
土
砂
崩
れ
、
河
川
の
氾
濫

等
の
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

自
然
災
害
は
避
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
が
、
対
岸
の
火
事
で
は
な
い
こ
と
を

痛
切
に
感
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
人
的
な
被
害

は
無
か
っ
た
も
の
の
、
倒
木
、
建
物
損

壊
、
農
作
物
の
冠
水
な
ど
の
被
害
が
発

生
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
も
、
大
変
な
不

安
を
感
じ
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
は
、
災
害
時
に
情
報
伝

達
の
ス
ピ
ー
ド
化
を
図
る
た
め
の
避
難

情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
導
入
や
避
難
所
装

備
品
の
充
実
な
ど
、
昨
年
の
教
訓
を
生

か
し
た
防
災
対
策
の
強
化
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
豪
雨
時
の
雨
水

対
策
に
つ
い
て
も
重
要
な
課
題
で
あ
り

ま
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
雨
水
排
水
の

状
況
な
ど
を
考
慮
し
、
道
路
側
溝
や
用

悪
水
路
の
断
面
積
増
な
ど
の
雨
水
排
水

対
策
の
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の

支
援
な
ど
に
よ
る
介
護
制
度
の
充
実
、

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
運
行
エ
リ
ア
拡

大
や
自
動
車
急
発
進
防
止
装
置
設
置
補

助
な
ど
に
よ
る
高
齢
者
移
動
支
援
の
充

実
、
新
市
民
浴
場
の
整
備
に
向
け
た
準

備
な
ど
に
よ
る
生
活
環
境
の
向
上
な
ど
、

持
続
可
能
で
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を

守
る
た
め
の
施
策
を
展
開
し
て
ま
い
り

ま
す
。

③
寒
河
江
の
元
気
を
育
み
、
未
来
を
創

　
造
す
る

　
寒
河
江
の
特
徴
を
生
か
し
た
さ
ま
ざ

ま
な
産
業
を
さ
ら
に
元
気
に
す
る
こ
と

で
、
さ
が
え
っ
こ
た
ち
が
活
躍
で
き
る

環
境
を
つ
く
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
交

流
人
口
や
移
住
・
定
住
者
の
増
加
に
つ

な
が
り
、
各
産
業
の
活
性
化
に
つ
な
が

っ
て
い
く
、
そ
う
し
た
ま
ち
づ
く
り
の

成
長
サ
イ
ク
ル
を
構
築
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
明
治
の
初
年
に
サ
ク
ラ
ン
ボ
が
日
本

に
も
た
ら
さ
れ
、
当
時
の
篤
農
家
（
と

く
の
う
か
）
の
方
々
は
、
情
報
が
少
な

い
中
で
栽
培
に
取
り
組
み
、
苦
労
の
末

に
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
産
地
と
し
て
寒
河
江

の
名
を
確
立
し
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た

先
人
の
努
力
を
見
習
い
、
産
業
の
活
性

化
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
の
施
策
を
展

開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ス
マ
ー
ト
農
業
実
証
や
寒
河
江
紅
秀

峰
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど
に
よ
る
サ

ク
ラ
ン
ボ
生
産
・
販
売
力
の
強
化
、
就

令和２年度　市政運営

未
来
の
寒
河
江
を

　
創
る
布
石
を
打
つ

特集
令和２年度
市政運営

令和２年第１回市議会定例会が、３月２日から23日まで開
催され、佐藤市長が令和２年度の市政運営の基本方針や施
策の大要を述べました。

確かな明日へ、３つの柱で施策を展開
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歳出

歳入

令和２年度　市政運営 特集

農
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
な
ど
に
よ
る

新
規
就
農
者
育
成
支
援
を
行
い
地
域
農

業
を
さ
ら
に
充
実
発
展
し
て
い
く
と
と

も
に
、
販
売
促
進
の
た
め
補
助
な
ど
に

よ
る
中
小
企
業
の
支
援
強
化
、
総
合
観

光
案
内
所
の
整
備
な
ど
に
よ
る
観
光
物

産
の
振
興
、
ま
た
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設

整
備
な
ど
に
よ
る
史
跡
慈
恩
寺
の
整
備

と
交
流
拡
大
、
聖
火
リ
レ
ー
や
ホ
ス
ト

タ
ウ
ン
関
連
事
業
実
施
に
よ
る
２
０
２

０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
競
技
大
会
と
の
連
携
、
各
種
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
に
よ
る
地

域
ス
ポ
ー
ツ
の
活
性
化
、
新
市
営
住
宅

整
備
や
チ
ェ
リ
ー
ラ
ン
ド
の
再
整
備
、

最
上
川
の
か
わ
ま
ち
づ
く
り
推
進
な
ど

未
来
に
つ
な
が
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど

に
よ
り
寒
河
江
の
元
気
を
育
む
取
り
組

み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
振
興
計
画
の
見
直
し
と
次

期
行
動
計
画
の
策
定
を
は
じ
め
と
す
る

各
種
の
計
画
策
定
に
関
す
る
取
り
組
み

を
行
い
、
未
来
の
寒
河
江
を
つ
く
る
た

め
に
布
石
を
打
つ
年
に
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
令
和
と
い
う
新
た
な
時
代
の
中
で
、

寒
河
江
の
未
来
を
創
造
す
る
取
り
組
み

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
以
上
、
令
和
２
年
度
の
市
政
運
営
の

基
本
方
針
を
申
し
あ
げ
ま
し
た
が
、
本

年
は
近
年
ま
れ
に
み
る
暖
冬
で
明
け
、

ま
た
、
現
在
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

が
日
本
各
地
で
も
感
染
拡
大
す
る
と
い

う
、
ま
さ
に
先
行
き
不
透
明
、
不
安
定

な
中
で
新
た
な
年
度
を
迎
え
よ
う
と
し

て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
と

き
こ
そ
、
し
っ
か
り
と
地
に
足
を
つ
け
、

冷
静
に
、
そ
し
て
真
摯
に
目
の
前
の
課

題
を
一
つ
一
つ
着
実
に
解
決
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
同
時
に
、
私
た
ち
は
、
５
年
先
、
10

年
先
、
さ
ら
に
20
年
先
な
ど
の
寒
河
江

市
の
行
く
末
を
思
い
描
き
、
そ
れ
を
担

う
で
あ
ろ
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、

確
か
な
未
来
の
礎
を
築
い
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
を
逃
し
て
は
で

き
な
い
取
り
組
み
が
あ
り
、
そ
う
し
た

布
石
は
機
を
逸
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

ま
さ
に
極
め
て
大
事
な
令
和
２
年
度
で

あ
り
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
課
題
解
決
に
は
行
政
の

み
の
力
で
は
果
た
し
得
な
い
も
の
で
あ

り
ま
す
。
民
間
の
力
、
市
民
の
力
を
結

集
し
て
取
り
組
む
べ
き
も
の
で
あ
り
ま

す
。
今
こ
そ
全
て
の
市
民
の
英
知
を
結

集
す
べ
き
と
き
だ
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

こ
の
難
局
を
み
ん
な
の
力
で
乗
り
切
っ

て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
力
を

合
わ
せ
れ
ば
、
全
て
の
課
題
は
必
ず
や

乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
確
信
し

て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ

げ
ま
す
。

　第６次寒河江市振興計画の前期の総仕上げとして行動計画の検証と深化を図るとともに、人口減少対策のさらな
る推進を行うため、一般会計予算は前年度から9.9パーセント増加し、216億5700万円となりました。

※ここでは、表示単位未満を四捨五入していますので、詳細は市ホームページをご覧ください。

一 般 会 計 当 初 予 算
２１６億５７００万円（対前年度比9.9％増）

市税　　50億5839万円（23.4％）

自主財源
48.5％

依存財源
51.5％

諸収入・その他 　　　　　　　
　　　39億2554万円（18.2％）

寄附金　15億 141万円（  6.9％）

その他　　12億7711万円（  5.8％）

県支出金　12億1019万円（  5.6％）

市債　　　18億1210万円（  8.4％）

国庫支出金
　　　　　26億7126万円（12.3％）

地方交付税
　　　　　42億 100万円（19.4％）

民生費　61億8413万円（28.6％）

総務費　54億5185万円（25.2％）

消防費　 　 6億6882万円（  3.1％）

農林水産業費
　　　　　　4億5767万円（  2.1％）

その他　 　 2億2449万円（  1.0％）

土木費　　22億8706万円（10.6％）

商工費　　13億6587万円（  6.3％）

衛生費　　14億9426万円（  6.9％）

公債費　　16億2941万円（  7.5％）

教育費　　18億9344万円（  8.7％）
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●チェリーランド再整備事業（新規）　　　　883万円
　チェリーランド再整備計画に基づき、機器の更新や施設の改修を行

います。

●果樹園芸作物等生産振興対策事業（拡充）　2138万円
　サクランボ栽培における各種の機械導入支援に加え、スマート農業

の導入効果等を検証するため園地での自動草刈り機の実証実験を行い

ます。

●農産物ブランド化推進事業（拡充）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1623万円
　紅秀峰とやまがた紅王の統一デザインおよびポスターを作成し、寒河江紅秀峰ブランドの確立を図ります。

●総合観光案内所の整備（新規）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3718万円
　総合観光案内所を移転整備し、観光客の利便性を高めるほか、訪日外国人の受け入れ体制の充実を図ります。

●中小企業販売促進事業費補助金（新規）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　500万円
　店舗の改装や新商品開発、デザイナー委託、共同販売促進などの経費に補助します。

●市営住宅整備事業（新規）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7070万円
　市立病院の北隣に、新規市営住宅建設地を整備します。

●地域づくり推進事業（拡充）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2128万円
　地域の高齢化への対応など、地域課題についての取り組みを支援します。

●地域スポーツ活性化推進事業（拡充）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3952万円
　スポーツイベント開催による交流人口の拡大と地域の活性化を推進します。

●史跡慈恩寺ガイダンス施設等の整備（継続）　　　　　　　　　　　　　　　7億3195万円
　国史跡である慈恩寺旧境内の観光資源化と活用を推進し、理解を深めるためのガイダンス施設の整備を行います｡

予算額には令和元年度からの繰越予算を含みます。

●慈恩寺観光振興事業（拡充）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6488万円
　会員制交流サイト（ＳＮＳ）等を活用し魅力を発信するほか、休憩場所の整備やトイレの改修を行います。

③寒河江の元気を育み、未来を創造する

●結婚支援対策事業（拡充）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　544万円
　転入する新婚世帯の引っ越し費用などの一部を助成します。また、婚活中の男女を支援します。

●第２子保育所等無料化の推進（新規）（市独自）　　　　　　　　　　　　　　　3897万円
　第２子（０～２歳児）が保育所等を利用している場合は保育料を半額に、さらに兄姉と同時入所している場合は無

料になるよう支援します。また、第２子（３～５歳児）が兄姉と同時入所している場合は、副食費が無料になるよう

支援します。

●保育所等整備事業（新規）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2億3310万円
　令和３年度から民間保育所へ移管するみなみ保育所について、保育施設の整備を支援します。

●英語力育成事業（新規）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　212万円
　英語力の育成を図るため、中学校２年生を対象に聞く・話す・読む・書くの技能を測るスコア型試験を実施します。

●コミュニティースクールの導入（新規）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　120万円
　学校・地域の活性化、郷土愛の醸成を図るため、小中学校５校においてコミュニティースクールを導入します。

●小中学校ⅠＣＴ（情報通信技術）活用支援事業（新規）　　　　　　　　　　1億2731万円
　ネットワーク環境を整備するため、各小中学校にＷｉ-Ｆｉ等の通信設備を導入します。予算額は、令和元年度か

らの繰越予算です。

●学校給食費の助成（拡充）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2億7470万円
　子育て世帯の経済的支援をはじめとする総合的な子育て支援として、原材料費の値上げによる単価を増額し、小中

学校の給食費の助成を行います。

①未来を拓くこどもたちへ切れ目ない支援を

●用悪水路整備事業（拡充）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3450万円
　豪雨時の冠水を未然に防ぐための整備を含め、土側溝および生活排水路を整備します。

●再生可能エネルギー設備導入事業費補助金（拡充）　　　　　　　　　　　　　　600万円
　太陽光発電機や木質バイオマス燃焼機器等の設備導入に対して助成を行います。

●デマンド型公共交通運行事業（拡充）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1241万円
　公共交通等空白地域と公共施設等を結ぶデマンド型タクシーを、新たに上河原地区、入倉地区で運行します。

●災害時避難情報管理システムの導入（新規）　　　　　　　　　　　　　　　　　322万円
　地理情報システムに災害状況や避難所の場所等を表示するシステムを導入します。

●新市民浴場整備事業（新規）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　850万円
　市民浴場の移転改築に向け、整備手法の検討を行うとともに、移転用地の取得に向けた準備を行います。

●老人福祉施設整備補助事業（継続）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3332万円
　特別養護老人ホーム等の介護施設に対し、建設・償還補助金を交付します。

②持続可能で安全・安心な暮らしをまもる

令和２年度の主な新規・拡充事業

※ここでは、表示単位未満を四捨五入していますので、詳細は市ホームページをご覧ください。
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市
の
人
事
異
動（
４
月
１
日
付
）

　日本各地で地震や大規模水害等が発生し、市民の危機管理意
識が高まりを見せる中、喫緊の課題である「地域防災力の強化」
をスピード感をもって進め、安全・安心のまちづくりを加速さ
せます。

市組織の一部が変わりました
○防災危機管理課の新設

総務課
危機管理室

総務課
防災危機管理課

市の人事異動（４月１日付）
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道

課
・
斎
藤
利
浩
、
上
下
水
道
課
・
国
井

茂
伸
、
上
下
水
道
課
・
清
野
倫
、
議
会

事
務
局
・
古
谷
駿
幸
、
生
涯
学
習
課
・

氏
家
政
喜
、
生
涯
学
習
課
・
三
條
裕
史
、

農
業
委
員
会
・
安
達
寛
人
、
防
災
危
機

管
理
課
付
（
山
形
県
派
遣
（
防
災
危
機

管
理
課))

・
清
水
勇
磨

技
能
労
務
職

な
か
保
育
所
調
理
師
・
佐
藤
ゆ
か
り
、

な
か
保
育
所
調
理
師
・
兼
子
紗
希
子
、

た
か
ま
つ
保
育
所
調
理
師
・
佐
藤
千
枝

子
、
た
か
ま
つ
保
育
所
調
理
師
・
布
施

晴
香
、
寒
河
江
小
学
校
調
理
師
・
安
孫

子
和
恵
、
醍
醐
小
学
校
調
理
師
・
安
孫

子
千
代
子
、
白
岩
小
学
校
調
理
師
・
芳

賀
雅
容
子
、
三
泉
小
学
校
調
理
師
（
併
）

な
か
保
育
所
み
い
ず
み
分
園
調
理
師
・

太
田
節
子
、
寒
河
江
小
学
校
用
務
員
・

奥
山
正
人
、
寒
河
江
中
部
小
学
校
用
務

員
・
安
孫
子
悟
、
南
部
小
学
校
用
務
員
・

後
藤
智
徳
、
醍
醐
小
学
校
用
務
員
・
小

林
陽
一

採
用
者

税
務
課
・
下
河
辺
真
太
郎
、
市
民
生
活

課
・
大
沼
奎
、
市
民
生
活
課
・
菅
原
詩

織
、
建
設
管
理
課
・
片
倉
柊
哉
、
農
林

課
・
早
川
拓
海
、
さ
く
ら
ん
ぼ
観
光
課
・

阿
部
悠
大
、
健
康
福
祉
課
・
浅
黄
花
乃
、

子
育
て
推
進
課
・
太
田
万
貴
、
会
計
課
・

古
澤
苑
佳
、
上
下
水
道
課
・
玉
ノ
井
俊

太
郎
、
し
ら
い
わ
保
育
所
・
奈
良
崎
朱

里
、
市
立
病
院
中
央
診
療
科
・
瀬
尾
麗

奈
、
市
立
病
院
中
央
診
療
科
・
柏
倉
秀

向
、
市
立
病
院
看
護
科
・
安
孫
子
彩
香
、

市
立
病
院
看
護
科
・
大
泉
真
紀
、
市
立

病
院
看
護
科
・
古
藤
早
紀
、
市
立
病
院

看
護
科
・
白
田
茉
夕
、
市
立
病
院
看
護

科
・
長
坂
さ
や
子
、
市
立
病
院
経
営
企

画
室
・
三
條
友
里
、
市
立
病
院
経
営
企

画
室
・
渡
邉
美
月

退
職
者
（
令
和
２
年
３
月
31
日
付
）

渡
辺
優
子
、
那
須
清
人
、
田
宮
み
き
子
、

斎
藤
利
浩
、
佐
藤
利
明
、
田
宮
信
明
、

原
田
真
司
、
髙
橋
敏
明
、
阿
部
二
三
子
、

三
浦
恵
美
子
、
武
田
克
子
、
鈴
木
峰
子
、

鴨
田
静
江
、
太
田
千
鶴
子
、
安
達
俊
子

・
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さがえフォトスタジオ

Ｓ Ａ Ｇ Ａ Ｅ 　 Ｐ Ｈ Ｏ Ｔ Ｏ 　 Ｓ Ｔ Ｕ Ｄ Ｉ Ｏ

SAGAE COLUMN
さがえコラム

第20回マイコンカー製作発表会

　２月15日、寒河江工業高等学校電子機械科の１・２年
生が自作のマシンでレースし、タイムを競いました。

寒河江地域史研究会講演会

　２月22日、文化センターで、山形大学学術研究院准教
授・佐藤琴氏が村山地方の絵馬について講演しました。

市かもしかクラブ修了式

　２月20日、ハートフルセンターで、交通安全を学んできた年長児たち
が修了証書を元気な返事で受け取り、誓いの言葉を宣誓しました。

　本市では、医療費の完全無料化を高校３年生(18
歳に達する年度末）まで拡大しています。保険適用
分の自己負担額(２割・３割）の無料化ですので、
健康診断や予防接種の費用、入院した際の食事代や
病衣等の保険適用外の費用は、自己負担となります。
　子育て支援医療証は、県内の医療機関でのみ使用
できるものです。県外で受診する場合には、一旦、
自己負担分を支払う必要がありますが、領収書があ
れば、後日、払い戻しを受けることができます。入
院の場合でも使用できますが、手術を要する場合に
は多額の医療費が発生し、高額医療費の請求に係る
手続きが必要になります。この場合には、入院前に
加入している保険者へ「限度額適用認定証」の交付
手続きをすることで、その後の煩雑な手続きが不要
となりますので、事前手続きをお願いします。
●問合せ／市子育て推進課家庭支援係
　☎86-2111内線618へ。

子育て知っ得情報
その１ 子育て支援医療証

　臓器や角膜の移植は広く知られていますが、歯も
移植できることはあまり知られていません。歯を喪
失した場合、ブリッジや入れ歯、インプラントで治
療することがほとんどですが、歯の移植も可能な場
合があります。歯の移植は、自家歯牙移植といって、
自分の歯を他の部位に移し替える手術です。保存で
きない歯を抜歯して、他の部位の歯(多くは親知ら
ず）を抜いて、抜歯した穴に植え替えます。うまく
いくと歯が固定され、再び自分の歯でかむことがで
きるようになります。異物ではない自分の歯なので、
アレルギーなどの心配がありません。移植した歯は
根の治療をしてから被せ物をする必要があります。
また、植え替える歯と穴の大きさが違ったり、歯周
病があったりすると、手術が難しい場合があります。
移植手術が可能か、保険適応になるかはケースによ
りますので、歯科医院に問い合わせてみてください。
●問合せ／市歯科医師会事務局☎86-0080へ。

＝歯を失ったとき、どうすれば？＝
　歯を失ったとき、ほとんどの場合は
新しく歯を入れる必要があります。歯
を移植する方法があることをご存じで
しょうか？ 今回は、歯の移植について
お話しします。

歯っ！とする歯のおはなし㊲

日本歯科医師会
ご当地キャラクター
「花笠よ坊さん」

子育て支援医療証を使う
と、医療費の負担が軽く
なるね。

寒河江では、医療費の無
料化対象を拡大している
んだって。

寒河江で
活躍する

ＡＬＴを紹介
　皆さん、はじめまして。私はコーナー・クリストファーと申します。出身は
アメリカのミネソタ州のレッドウイング市です。ミネソタ州はたくさんの雪、
とても寒い天気で知られています。2019年、ミネソタ州の最低気温は摂氏マイ
ナス48度でした。私は2016年にベロイト大学を卒業しました。大学では人類学

や日本の言語と文化、宗教研究を専攻しました。その後１年間、
中国の河南大学で英語を教えました。今、陵東学区で英語を教
えています。
　私はたくさん趣味があります。例えば、本を読んだり、音楽
を演奏したり、ゲームをしたりすることです。大学で日本の歴
史を勉強したので、歴史的なものなどにも興味があります。

コーナー・クリストファー
(陵東学区で英語指導、アメリカ合衆国ミネソタ州出身・26歳）
寒河江での生活を楽しんでいます。どうぞよろしくお願いします。

ＡＬＴ(外国語指導助手)通信

11 2020.4.5　市報さがえ 102020.4.5　市報さがえ



生 涯 学 習 の ま ど
　
こ
の
ほ
ど
『
寒
河
江
市
史　
慈

恩
寺
最
上
院
日
記　
上
』
を
発
刊

し
ま
し
た
。

　
江
戸
時
代
、
最
上
院
は
宝
蔵
院
・

華
蔵
院
と
並
ぶ
慈
恩
寺
支
配
職
の

一
つ
で
、
別
当
と
も
称
し
て
い
ま

し
た
。
最
上
院
日
記
は
、
慈
恩
寺

年
中
行
事
や
事
件
な
ど
の
記
録
で
、

最
上
院
役
所
で
作
成
さ
れ
た
も
の

で
す
。「
公
私
日
並
記
」
や
「
所
用

留
書
記
」
な
ど
の
表
題
が
つ
け
ら

れ
て
書
き
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。

別
当
と
一
門
の
動
き
や
保
養
・
娯

楽
の
記
録
、
年
貢
収
納
、
法
要
、

代
官
所
と
の
関
わ
り
な
ど
、
詳
し

く
読
む
と
、
慈
恩
寺
の
新
し
い
姿

●
日
時
／
８
月
14
日
(金)
午
前
10
時

●
会
場
／
市
民
文
化
会
館

● 

対
象
／
平
成
11
年
４
月
２
日
～

平
成
12
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

方
。
７
月
上
旬
に
案
内
状
を
送

付
し
ま
す
。
市
内
に
住
所
の
な

い
方
は
、
電
話
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

実
行
委
員
募
集

　
成
人
式
の
実
行
委
員
を
募
集
し

ま
す
。
心
に
残
る
楽
し
い
成
人
式

　
寒
河
江
市
は
「
日
本
一
さ
く
ら

ん
ぼ
の
里
」。
そ
し
て
、
江
戸
時
代

か
ら
句
会
が
盛
ん
に
開
か
れ
て
き

た
俳
句
の
都
市
（
ま
ち
）
で
す
。

　
寒
河
江
の
豊
か
な
自
然
や
文
化

を
俳
句
に
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

俳
句
募
集

■ 

募
集
期
間
／
４
月
13
日
(月)
～
５

月
20
日
(水)
午
後
３
時

■ 

応
募
条
件
／
季
題
は
「
さ
く
ら

ん
ぼ
」
ま
た
は
自
由
。
未
発
表

の
も
の
で
１
人
２
句
以
内
。
幼

児
・
小
中
学
生
は
１
人
１
句
。

■ 

投
句
方
法
／
投
句
箱
（
市
立
図

書
館
、
市
役
所
、
文
化
セ
ン
タ

ー
、
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー
、

が
浮
か
び
あ
が
っ
て
き
ま
す
。

　
本
書
に
は
、
寛
延
３
（
１
７
５

０
）
年
か
ら
文
久
３
（
１
８
６
３
）

年
ま
で
の
日
記
を
収
め
ま
し
た
。

●
頒
布
価
格
／
４
千
円

● 

問
合
せ
／
市
生
涯
学
習
課
歴
史

文
化
係
☎(

８
６)

８
２
３
１
へ
。

を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

● 

申
込
／
市
生
涯
学
習
課
生
涯
学

習
係
☎(

８
６)

５
１
１
１
へ
。

『
寒
河
江
市
史 

慈
恩
寺
最
上
院
日
記 

上
』
を

発
刊

令
和
２
年
度
成
人
式
を
開
催

第
50
回
記
念
さ
く
ら
ん
ぼ
の
都
市（
ま
ち
）さ
が
え

全
国
俳
句
大
会

● 日時／５月12日・26日、６月９日・
23日、７月14日・28日の各火曜日、

　午後７時～９時
●会場／勤労青少年ホーム
● 定員／市内に居住または市内の事業

所に勤務する35歳未満の方、16人
●受講料／初回のみ調味料代1,000円
●材料代／１回800円程度
● 申込／４月23日㈭まで市文化センタ

ー☎86-5111へ。

勤労青少年ホーム教養講座
受講者募集「料理教室（前期）」

 
寒河江市美術館

鬼海弘雄写真展「ＩＮＤＩＡ」

市
史
編
さ
ん

だ
よ
り

　
寒
河
江
西
村
山
地
方
に
は
、
農

耕
神
の
性
格
を
も
つ
白
山
神
社
を

祀
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
日
田
の
白

山
神
社
は
、
十
五
世
紀
に
新
田
重

通
が
楯
の
守
護
神
と
し
て
勧
請
し

た
も
の
と
い
う
。

　
最
上
川
の
濁
流
が
押
し
寄
せ
る

日
田
の
集
落
を
守
る
べ
く
、
水
除

け
の
神
と
し
て
東
向
き
に
建
て
ら

れ
た
。
江
戸
時
代
、
白
山
堂
と
称

す
る
二
間
四
面
の
仏
堂
で
、
祭
祀

は
別
当
の
宥
昌
院
（
松
永
家
）
で

あ
っ
た
。
正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）

の
再
建
の
時
は
、
権
大
僧
都
宥
常

で
あ
っ
た
。
宥
昌
院
は
代
々
天
台

宗
の
山
伏
と
し
て
、
位
階
最
高
の

「
権
大
僧
都
」
を
取
得
し
た
。
以
後
、

宥
辯・

正
順
・
周
文
・
宥
榮
・
昌

全
と
つ
な
い
で
白
山
堂
に
奉
仕
し

明
治
に
い
た
る
。
還
俗
し
た
宥
昌

院
は
「
松
永
宥
乗
」
を
姓
名
と
し
た
。

　
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
の
神

仏
分
離
令
に
よ
っ
て
、
白
山
堂
什

物
で
仏
教
色
の
濃
い
も
の
を
隠
し

た
。
本
尊
の
聖
観
音
菩
薩
像
は
別

当
だ
っ
た
松
永
家
に
移
さ
れ
た
。

こ
の
頃
ま
で
寒
河
江
で
は
観
音
信

仰
の
寒
河
江
十
カ
所
参
り
が
行
わ

れ
、
こ
の
中
の
一
つ
に
「
日
田
白

山
堂
」
が
入
っ
て
い
た
。
毎
年
八

月
十
日
に
は
、
参
詣
者
が
多
か
っ

た
と
伝
え
て
い
る
。

　
明
治
十
一
年
、
白
山
神
社
は
村

社
と
な
り
、
松
永
宥
乗
は
神
社
の

祭
祀
を
司
る｢

社
掌｣

と
な
っ
て
、

村
社
を
支
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

大
正
期
に
入
る
と
、
村
の
人
々
は

部
落
有
財
産
を
整
理
し
て
三
百
円

を
神
社
維
持
資
金
と
し
、
保
有
地

も
確
保
し
た
。
大
正
八
年
に
社
殿

を
南
向
き
に
直
し
、
石
鳥
居
を
移

転
し
た
。
宥
乗
の
跡
を
継
ぎ
、
白

山
神
社
の
整
備
に
尽
力
し
た
の
が

社
掌
松
永
政
次
だ
っ
た
。
政
次
は
、

寒
河
江
八
幡
神
社
の
社
掌
も
兼
務

し
た
。

　
政
次
の
息
子
、
九
十
三
歳
の
隆

さ
ん
は
、
家
の
歴
史
を
語
り
ム
ラ

の
歴
史
を
語
る
。
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
近
く
に
、
家
祖
の
宥
昌
院
重

海
上
人
を
祀
る
壇
が
あ
っ
て
、
そ

こ
に
狐
が
穴
を
掘
っ
て
棲
み
付
い

た
。
昭
和
十
年
頃
、
そ
こ
を
開
拓

し
た
ら
狐
が
い
な
く
な
っ
た
。
松

永
家
で
は
悪
い
こ
と
が
続
く
の
で
、

新
し
く
竹
駒
稲
荷
を
祀
っ
た
ら
治

ま
っ
た
と
い
う
。

　
隆
さ
ん
が
、
次
々
と
語
る
家
の

歴
史
や
ム
ラ
の
歴
史
。
ま
だ
ま
だ

聞
き
た
い
こ
と
が
あ
る
。「
忙
し
く

て
」
と
い
い
な
が
ら
、
今
朝
も
自

転
車
で
「
紅
秀
峰
」
の
芽
摘
み
に

出
か
け
た
頃
だ
ろ
う
。

日
田
白
山
神
社
の
別
当
宥
昌
院

Sagae Library
さがえライブラリー

１３日㈪・27日㈪❹月の休館日

今月の1冊
Ｔｈｅ Hopｅ あなたのままで輝いて
マザー・テレサが教えてくれたこと
　　　片桐弘史・文　ＲＩＥ・絵
　　　　　　ＰHＰ研究所・発行
　マザー・テレサは「人間が生き
ていくために必要なものは、すべて愛の中にある」
と説きました。作者は、マザー・テレサから受け
た数々の教えを「人を愛するためのヒント」とし
て、ＲＩＥさんの絵とともにエッセイにまとめま
した。マザー・テレサとの出会いのひとときを楽
しんでみてはいかがでしょうか。皆さんの悩みに
もきっと答えてくれることでしょう。

図書館へ行こう！

いっちゃん会　　　　　　４／18㈯午後２時～３時
ムーミンママクラブ　４／26㈰午前11時～11時40分
図書館ボランティアチェリー
４／７㈫・14㈫・21㈫・28㈫の午前10時～11時30分

おはなし室

佐藤和好「アクリル画展」　　　　　４／12㈰まで
紙芝居展示（子ども読書週間）　　　４／14㈫から
大型絵本展示（子ども読書週間）　　４／28㈫から

展示ホール

ブックテーマコーナー
図書メシ！～本で味わうおいしい話～　４／26㈰まで
自然と遊ぼう！　　　　　　　　　　４／28㈫から

松永家の聖観音菩薩像

　本市出身で土門拳賞を受
賞している写真家・鬼海弘
雄さんの写真展を、昨年に
引き続き開催します。
　今回の作品テーマは「Ⅰ
ＮＤⅠＡ」。インドを旅し、
撮り続けた写真の中から厳
選した約70点を展示。「イン
ドの雰囲気には、育った醍

醐村に似た懐かしさを感じる」と語る鬼海さん。写真
の中の独特の匂いや温度、懐かしさを感じてください。
●日時／４月25日㈯～６月28日㈰の午前10時～午後７時
●問合せ／市文化センター☎86-5111へ。

市
立
病
院
、
フ
ロ
ー
ラ
・
Ｓ
Ａ

Ｇ
Ａ
Ｅ
、
寒
河
江
駅
、
ゆ
～
チ

ェ
リ
ー
、
慈
恩
寺
、
チ
ェ
リ
ー

ラ
ン
ド
、
長
岡
山
、
最
上
川
ふ

る
さ
と
総
合
公
園
に
設
置
）
へ
。

表
彰
式
・
記
念
講
演

■ 

日
時
／
６
月
28
日
(日)
午
後
１
時

30
分
～
４
時

■
会
場
／
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

■ 

内
容
／
中
央
選
者
・
講
評
は
俳

人
の
細
谷
喨
々
氏
。
記
念
講
演

は
山
形
大
学
教
授
・
山
本
陽
史

氏
に
よ
る「

俳
句
・
芭
蕉
・
奥

の
細
道
」。

●
問
合
せ
／
市
立
図
書
館

　
☎(
８
６)

１
６
６
２
へ
。

　
冬
期
間
休
館
し
て
い
ま
し
た
市

郷
土
館
が
開
館
し
ま
す
。

　
桜
ま
つ
り
や
つ
つ
じ
ま
つ
り
の

期
間
中
は
入
館
料
無
料
で
毎
日
開

館
し
ま
す
。

● 

日
時
／
①
４
月
11
日
(土)
～
５
月

31
日
(日)
。
②
６
月
６
日
(土)
～
11

月
８
日
(日)
の
土
・
日
曜
日
・
祝

日
。
い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
午

後
４
時

● 

入
館
料
／
①
無
料
。
②
大
人
１

０
０
円
、
子
ど
も
50
円

● 

そ
の
他
／
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
状
況
に
よ
り
開
館
日
時
が

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

● 

問
合
せ
／
市
生
涯
学
習
課
歴
史

文
化
係
☎(

８
６)

８
２
３
１
へ
。

市
郷
土
館
が
４
月
11
日

（土）
に
開
館
し
ま
す
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市
地
域
づ
く
り
推
進
委
員
会
の

委
員
を
公
募

　
地
域
の
活
力
ア
ッ
プ
応
援
事
業
の
審
査
等

を
行
う
公
募
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
公
募
数
／
１
人

● 

応
募
資
格
／
令
和
２
年
４
月
１
日
現
在
、

20
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
。
他
に
も
要
件

が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
任
期
／
２
年

● 

応
募
方
法
／
申
込
書
に
記
入
の
上
、
４
月

15
日
(水)
ま
で
市
企
画
創
成
課
へ
郵
送
（
〒

991-

8601
寒
河
江
市
中
央
１
丁
目
９
番
45
号)

、

電
子
メ
ー
ル
（seisaku@

city.sagae.
yam

agata.jp)

、
持
参
の
い
ず
れ
か
。

●
問
合
せ
／
市
企
画
創
成
課
政
策
調
整
係

　
☎(

８
６)

２
１
１
１
内
線
416
へ
。

令
和
２
年
度
福
祉
サ
ー
ビ
ス

受
け
付
け
を
開
始
し
て
い
ま
す

①
福
祉
タ
ク
シ
ー
券

　
市
指
定
の
タ
ク
シ
ー
会
社
を
利
用
す
る
際
、

１
枚
６
０
０
円
の
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
を
交
付

し
ま
す
。(

最
大
20
枚
交
付
）

■ 

対
象
／
身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者
で
視
覚
、

下
肢
、
体
幹
、
移
動
、
内
部
障
害
１
～
４

級
、
ま
た
は
聴
覚
・
上
肢
障
害
１
・
２
級

の
方
。
療
育
手
帳
所
持
者
。
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
所
持
者
。

■ 

持
ち
物
／
朱
肉
を
使
う
は
ん
こ
、
該
当
す

る
手
帳

②
福
祉
給
油
券

　
市
指
定
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
給
油
す

る
際
、
１
枚
千
円
の
福
祉
給
油
券
を
交
付
し

ま
す
。(

最
大
12
枚
交
付
）

■ 

対
象
／
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
の
対
象
要
件
に

該
当
す
る
、
自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
（
種

別
割
）
の
減
免
該
当
者

■ 
持
ち
物
／
朱
肉
を
使
う
は
ん
こ
、
該
当
す

る
手
帳
、
自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
（
種

別
割
）
減
免
決
定
通
知
書
（
車
に
変
更
が

な
け
れ
ば
前
年
度
分
で
可)

、
運
転
免
許
証

③
紙
お
む
つ
受
給
券

　
常
時
失
禁
状
態
の
高
齢
者
等
に
、
紙
お
む

つ
受
給
券
を
交
付
し
ま
す
。

■ 

対
象
／
同
一
世
帯
の
市
民
税
所
得
割
額
の

合
計
が
16
万
円
未
満
で
、
１
カ
月
以
上
継

続
し
て
紙
お
む
つ
を
使
用
し
て
い
る
寝
た

き
り
高
齢
者
、
認
知
症
高
齢
者
、
重
度
心

身
障
が
い
者
。
な
お
、
介
護
保
険
施
設
に

入
所
中
の
方
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

■
持
ち
物
／
朱
肉
を
使
う
は
ん
こ

④
訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
券

　
理
美
容
所
等
に
行
く
こ
と
が
困
難
な
方
に
、

訪
問
費
用
の
み
無
料
と
な
る
訪
問
理
美
容
サ

ー
ビ
ス
券
を
交
付
し
ま
す
。(

最
大
４
枚
交
付
）

■ 

対
象
／
高
齢
や
重
度
障
が
い
の
た
め
、
理

美
容
所
等
に
行
く
こ
と
が
困
難
な
方

■
持
ち
物
／
お
持
ち
の
方
は
身
体
障
害
者
手
帳

⑤
移
送
サ
ー
ビ
ス
券

　
普
通
車
両
で
は
移
動
が
困
難
な
た
め
、
指

定
業
者
が
運
行
す
る
特
殊
車
両
（
リ
フ
ト
・

寝
台
付
き
）
を
利
用
し
た
際
の
基
本
料
金
を

助
成
す
る
、
移
送
サ
ー
ビ
ス
券
を
交
付
し
ま

す
。(

最
大
12
枚
交
付
）

■ 

対
象
／
同
一
世
帯
の
市
民
税
所
得
割
額
の

合
計
が
16
万
円
未
満
で
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方
。
65
歳
以
上
で
老
衰
、
身

体
障
が
い
、
傷
病
等
の
理
由
が
あ
る
方
。

下
肢
、
体
幹
、
移
動
機
能
障
害
１
・
２
級

の
方
。

■ 

持
ち
物
／
朱
肉
を
使
う
は
ん
こ
、
お
持
ち

の
方
は
身
体
障
害
者
手
帳

⑥
は
り
・
灸
（
き
ゅ
う
）
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
券

　
市
指
定
の
施
術
師
か
ら
受
け
る
際
に
利
用

で
き
る
、
１
枚
千
円
の
は
り
・
灸
・
マ
ッ
サ

ー
ジ
券
を
交
付
し
ま
す
。(

最
大
12
枚
交
付
）

■ 

対
象
／
70
歳
以
上
（
本
年
度
70
歳
に
な
る

方
を
含
む
）
で
、
同
一
世
帯
の
市
民
税
所

得
割
額
の
合
計
が
16
万
円
未
満
の
方

■
持
ち
物
／
朱
肉
を
使
う
は
ん
こ

●
申
請
場
所
／
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

● 

問
合
せ
／
①
・
②
は
市
健
康
福
祉
課
生
活

福
祉
係
☎(

８
６)

２
１
１
１
内
線
616
、
③

～
⑥
は
市
高
齢
者
支
援
課
介
護
福
祉
係
同

内
線
622
へ
。

住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
や

住
宅
取
得
を
支
援
し
ま
す

　
い
ず
れ
の
補
助
事
業
も
交
付
決
定
後
か
ら

工
事
着
手
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
工

お
知

ら
せ

 

事
は
令
和
３
年
３
月
10
日
(水)
ま
で
に
完
了
報

告
を
で
き
る
も
の
に
限
り
ま
す
。
補
助
額
は

条
件
に
よ
り
異
な
り
、
予
算
額
に
達
し
次
第

終
了
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

住
宅
建
築
推
進
事
業

　
市
内
の
建
築
業
者
と
契
約
を
締
結
し
、
市

内
に
自
ら
居
住
す
る
住
宅
を
新
築
、
ま
た
は

住
宅
・
空
き
家
等
を
増
改
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム

す
る
経
費
に
対
し
助
成
し
ま
す
。

■ 

対
象
工
事
／
住
宅
の
新
築
、
車
庫
・
カ
ー

ポ
ー
ト
の
新
設
、
外
構
を
除
い
た
住
宅
の

内
外
装
や
水
回
り
等
の
リ
フ
ォ
ー
ム

子
育
て
定
住
住
宅
建
築
事
業

　
子
育
て
世
代
や
市
外
か
ら
市
内
に
定
住
す

る
方
が
住
宅
を
建
築
・
購
入
す
る
経
費
等
に

対
し
助
成
し
ま
す
。

■ 

対
象
工
事
／
住
宅
の
新
築
、
建
売
住
宅
購

入
、
中
古
住
宅
購
入
、
移
住
の
際
の
実
家

の
リ
フ
ォ
ー
ム
等

●
申
込
／
市
建
設
管
理
課
建
築
住
宅
係

　
☎(

８
６)

２
１
１
１
内
線
333
へ
。

危
険
物
取
扱
者
・
消
防
設
備
士

免
状
の
写
真
書
き
換
え

　
危
険
物
取
扱
者
・
消
防
設
備
士
の
義
務
と

し
て
、
消
防
法
令
で
は
、
免
状
交
付
の
日
か

ら
10
年
以
内
ご
と
に
写
真
の
書
き
換
え
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
し
て
い
ま
す
。

免
状
の
写
真
下
欄
記
載
の
期
限
を
確
認
の
上
、

ま
だ
書
き
換
え
を
し
て
い
な
い
方
は
、
速
や

か
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

● 

問
合
せ
／
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
山
形

県
支
部
☎
０
２
３(

６
３
１)

０
７
６
１
へ
。

農
業
関
係
の
補
助
事
業
者
募
集

　
補
助
対
象
条
件
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

さ
く
ら
ん
ぼ
作
業
負
担
軽
減
安
全
確
保
事
業

　
サ
ク
ラ
ン
ボ
作
業
用
の
高
所
作
業
車
、
乗

用
草
刈
機
、
選
果
機
の
購
入
費
用
に
対
し
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

果
樹
剪
（
せ
ん
）
定
枝
粉
砕
機
導
入
支
援
事
業

　
果
樹
農
家
で
組
織
す
る
団
体
が
共
同
利
用

の
た
め
導
入
す
る
チ
ッ
パ
ー
購
入
費
用
に
対

し
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

有
害
鳥
獣
被
害
軽
減
モ
デ
ル
事
業

　
ク
マ
や
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
有
害
鳥
獣
か
ら

農
作
物
を
守
る
た
め
の
電
気
柵
の
購
入
費
用

に
対
し
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

● 

申
込
／
市
農
林
課
農
業
振
興
係
☎(

８
６)

２
１
１
１
内
線
325
へ
。

身
体
等
に
障
が
い
の
あ
る
方
の

軽
自
動
車
税（

種
別
割）

減
免
申
請

　
身
体
等
に
障
が
い
の
あ
る
方
の
軽
自
動
車

税
（
種
別
割
）
は
、
障
が
い
の
程
度
に
よ
り

減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
昨
年
度

減
免
を
受
け
た
方
で
車
両
の
変
更
等
が
な
け

れ
ば
、
申
請
不
要
で
す
。

● 

申
請
に
必
要
な
も
の
／
①
身
体
障
害
者
手

帳
等
、
②
運
転
免
許
証
、
③
個
人
番
号
が

確
認
で
き
る
も
の
（
個
人
番
号
カ
ー
ド
、

通
知
カ
ー
ド)

、
④
車
検
証
、
⑤
朱
肉
を
使

う
は
ん
こ
、
⑥
５
月
15
日
(金)
以
降
申
請
の

場
合
は
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
納
税
通

知
書
。
家
族
運
転
の
場
合
は
通
院
（
学
）

証
明
書
等
も
必
要
。

●
申
請
／
５
月
25
日
(月)
ま
で
市
税
務
課
市
民

　
諸
税
係
☎(

８
６)

２
１
１
１
内
線
312
へ
。

ヤ
フ
ー
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で

公
有
財
産
を
売
却

　
詳
細
に
つ
い
て
は
「
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

● 

売
却
予
定
財
産
／
普
通
貨
物
自
動
車
、
軽

自
動
車
（
乗
用)

、
軽
積
載
車
、
ア
ル
コ
ー

ル
チ
ェ
ッ
カ
ー

●
参
加
申
込
／
４
月
22
日
(水)
午
後
２
時
ま
で

● 

入
札
期
間
／
５
月
12
日
(火)
午
後
１
時
～
19

日
(火)
午
後
１
時

● 

下
見
会
／
４
月
17
日
(金)
午
前
10
時
～
午
後

３
時
。
希
望
者
は
、
４
月
16
日
(木)
午
後
３

時
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
会
場
は
、

そ
の
際
お
伝
え
し
ま
す
。

● 

問
合
せ
／
市
総
務
課
総
務
係
☎(

８
６)

２

１
１
１
内
線
402
へ
。

初
・
中
級
日
本
語
教
室

● 

日
時
／
４
月
24
日
～
11
月
20
日
の
毎
週
金

曜
日
（
８
月
を
除
く)

、
午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分

●
会
場
／
フ
ロ
ー
ラ
・
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｅ

●
対
象
／
日
本
語
を
学
び
た
い
外
国
の
方

●
教
材
費
／
２
７
０
０
円

● 

申
込
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
国
際
平
和
ま
つ
り
Ｙ

Ａ
Ｍ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ａ
☎(

８
６)

２
８
４
６
、

ま
た
は
市
企
画
創
成
課
政
策
調
整
係

　
☎(

８
６)

２
１
１
１
内
線
416
へ
。

新型コロナウイルスの影響により、
掲載の催しなどが中止・変更になる
場合があります。

令和２年度 集団資源回収実施日程
＝学区等別に実施＝ ＝小学校ＰＴＡ別に実施＝

実施日 区　域 収集場所
５／10㈰ 寒河江小学校区 寒河江市役所

５／24㈰ 寒河江中部小学校区 最上川ふるさと
総合公園駐車場

５／31㈰ 西根小学校区 西根小学校

６／21㈰

白岩小学校区 白岩小学校

田代区 田代公民館

幸生小学校区 幸生ふれあい友遊館

６／28㈰ 南部小学校区 グリバーさがえ
駐車場

９／13㈰ 
白岩小学校区 白岩小学校

幸生小学校区 幸生ふれあい友遊館

９／27㈰ 寒河江小学校区 寒河江市役所

10／４㈰ 南部小学校区 グリバーさがえ
駐車場

10／11㈰ 寒河江小学校区 寒河江市役所

10／18㈰ 寒河江中部小学校区 最上川ふるさと
総合公園駐車場

実施日 団体名 収集場所

５／10㈰ 三泉小ＰＴＡ ＪＡ三泉支所

５／17㈰
醍醐小ＰＴＡ 慈恩寺活性化センター

高松小ＰＴＡ 高松小学校・
ＪＡ高松支所

５／31㈰ 寒河江小ＰＴＡ 寒河江市役所

10／11㈰ 西根小ＰＴＡ 西根小学校

11／8㈰ 柴橋小ＰＴＡ 柴橋小学校・
ＪＡ柴橋支所

● 回収品目／古紙(段ボー
ル、雑誌、新聞紙類、紙
パック)、古布類。その他
の品目(びん類やアルミ
缶等）を独自で回収する
団体もありますので、詳
細についてはお問い合わ
せください。

●問合せ／市市民生活課環境保全推進室
　☎86-2111内線232へ。
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令
和
２
年
度
市
か
も
し
か
ク
ラ
ブ

会
員
募
集

　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
た
ち
が
親
子
で

楽
し
く
学
ぶ
交
通
安
全
教
室
で
す
。

● 

日
時
／
平
日
の
午
後
４
時
ご
ろ
か
ら
１
時

間
程
度

● 

会
場
／
白
岩
（
麓
公
民
館)

、
舟
橋
（
舟
橋

公
民
館)

、
さ
く
ら
ん
ぼ
（
ハ
ー
ト
フ
ル
セ

ン
タ
ー
）

●
対
象
／
３
歳
～
６
歳
の
幼
児
と
保
護
者

● 

内
容
／
か
も
し
か
教
室
（
年
４
回)
、
連
合

会
行
事
（
お
た
の
し
み
会
・
修
了
式
）

●
会
費
／
運
営
費
と
し
て
お
や
つ
代
程
度

●
申
込
／
市
市
民
生
活
課
生
活
安
全
係

　
☎(

８
６)

２
１
１
１
内
線
231
へ
。

最
上
川
ふ
る
さ
と
総
合
公
園

イ
ベ
ン
ト
情
報

蓮
（
は
す
）
愛
好
者
講
習
会

　
植
え
付
け
や
管
理
の
方
法
な
ど
を
学
び
ま

す
。
要
申
込
。

■ 

日
時
／
４
月
21
日
(火)
午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分

■
参
加
費
／
千
円
（
蓮
根
１
本
贈
呈
）

パ
ン
の
花
作
品
展

　
パ
ン
粘
土
で
作
っ
た
春
夏
秋
冬
の
花
を
展

示
し
ま
す
。

■ 

日
時
／
４
月
25
日
(土)
～
５
月
10
日
(日)
の
午

前
９
時
～
午
後
６
時

■
そ
の
他
／
体
験
教
室
を
４
月
26
日
(日)
開
催
。

楽
し
く
体
を
動
か
す
「
大
人
向
け
脳
ト
レ
」

　
ピ
ア
ノ
に
合
わ
せ
て
楽
し
く
動
き
ま
す
。

要
申
込
。

■
日
時
／
４
月
27
日
(月)
午
前
10
時
～
11
時

■
参
加
費
／
２
０
０
円

●
会
場
／
最
上
川
ふ
る
さ
と
総
合
公
園

●
問
合
せ
／
最
上
川
ふ
る
さ
と
総
合
公
園

　
☎(

８
３)

５
１
９
５
へ
。

ふ
れ
あ
い
カ
フ
ェ

（

輪
投
げ
交
流
で
前
哨
戦）

●
日
時
／
４
月
22
日
(水)
午
前
10
時
～

●
会
場
／
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

● 

施
設
利
用
料
／
半
日
１
５
０
円
、
１
日
３

０
０
円

●
参
加
費
／
２
０
０
円

●
そ
の
他
／
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
の
送
迎
あ
り

● 
申
込
／
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
☎(

８
７)

１
３
２
８
へ
。

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
in
フ
ロ
ー
ラ

●
日
時
／
４
月
11
日
(土)
午
前
10
時
～
午
後
３
時

●
会
場
／
フ
ロ
ー
ラ
・
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｅ
２
階

● 

内
容
／
手
芸
、
雑
貨
、
衣
類
、
お
も
ち
ゃ
、

縫
い
ぐ
る
み
等
の
展
示
即
売
会

● 

問
合
せ
／
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
事
務
局
・

半
澤
さ
ん
☎(

８
５)

１
４
９
９
へ
。

さ
く
ら
ん
ぼ
会
館
イ
ベ
ン
ト
情
報

瓢
箪
（
ひ
ょ
う
た
ん
）
グ
ル
ー
プ
夢
瓢
「
日

本
の
伝
統
美
・
瓢
箪
展
示
会
」

■ 

日
時
／
４
月
４
日
(土)
～
16
日
(木)
の
午
前
９

時
～
午
後
６
時

ア
キ
押
し
花
「
花
遊
美
」
会
作
品
展

■ 

日
時
／
４
月
22
日
(水)
～
30
日
(木)
の
午
前
９

時
～
午
後
６
時

■ 

そ
の
他
／
体
験
教
室
を
４
月
26
日
(日)
午
前

中
開
催
（
要
材
料
費)

。

●
会
場
／
さ
く
ら
ん
ぼ
会
館

● 

問
合
せ
／
さ
く
ら
ん
ぼ
会
館
☎(

８
６)

１

８
１
８
へ
。

ア
ス
ポ
ー
ト
さ
が
え

い
き
い
き
出
前
健
康
教
室

　
介
護
予
防
の
た
め
の
運
動
教
室
で
す
。

● 

日
時
／
４
月
20
日
～
５
月
25
日
の
毎
週
月

曜
日
（
休
み
の
週
あ
り)

、
全
５
回
、
午
後

１
時
30
分
～
３
時
30
分

●
会
場
／
西
部
地
区
公
民
館

● 

定
員
／
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
65

歳
以
上
の
西
部
地
区
民
、
20
人

●
参
加
費
／
２
千
円

●
申
込
／
４
月
17
日
(金)
ま
で
市
民
体
育
館

　
☎(

８
６)

５
１
１
３
へ
。

昭
和
メ
ロ
デ
ィ
ー
愛
好
倶
楽
部

（

通
称
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｃ）

参
加
者
募
集
！

● 

日
時
／
５
月
・
７
月
・
９
月
・
11
月
～
令

和
３
年
３
月
の
第
２
火
曜
日
、
全
８
回
、

午
前
９
時
45
分
～

●
会
場
／
文
化
セ
ン
タ
ー

● 

定
員
／
寒
河
江
・
西
根
・
三
泉
地
区
在
住

の
60
歳
以
上
の
方
、
50
人

●
参
加
費
／
１
回
１
０
０
円
（
飲
み
物
代
）

● 

申
込
／
４
月
８
日
(水)
か
ら
東
部
地
区
公
民

館
☎(

８
６)

５
１
１
１
へ
。

◆４つの対策
○逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
○寝具、衣類およびカーテンからの火災を防ぐために、
　防炎品を使用する。
○ 火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設

置する。
○ お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の

協力体制をつくる。

４月９日㈭～22日㈬「春季火災予防運動」
防火標語「ひとつずつ いいね！で確認 火の用心」

＝住宅防火�いのちを守る�７つのポイント＝

● 問合せ／西村山広域行政事務組合消防本部予防
課☎86-2571へ。

◆３つの習慣
○寝たばこは、絶対やめる。
○ ストーブは、燃えやすいものから離れた位置

で使用する。
○ ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず

火を消す。

　健康づくりに取り組む方に、
さまざまなサービスを提供し
ていただける「やまがた健康
づくり協力店」を募集してい
ます。健康づくりを応援して
いる店舗等としてイメージア
ップ効果が期待できます。
● 問合せ／県健康づくり推進

課☎023-630-2919へ。

やまがた健康づくり
協力店募集

　
健
康
づ
く
り
は
、
自
分
に
合
っ
た
方
法
を
見
つ
け
継
続
し
て
実
践
す
る
こ

と
が
大
事
で
す
。
本
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
へ
の
意
識
高

揚
を
図
り
具
体
的
な
取
り
組
み
を
促
す
た
め
「
さ
が
え
市
民
１
０
０
日
健
康

づ
く
り
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
に
参
加
し
ポ
イ
ン
ト
を
た

め
て
、
健
康
と
特
典
の
両
方
を
手
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。

ロ
グ
ラ
ム
を
決
め
て
取
り
組
み
な
が
ら
、

３
つ
の
健
康
づ
く
り
必
須
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

も
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、

昨
年
度
の
ポ
イ
ン
ト
は
継
続
で
き
ま
せ
ん
。

健
康・必
須
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う

①
健
康
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

　
20
分
以
上
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
、
10
分
以
上

の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
15
分
以
上
の
軽
運
動
な
ど
、

自
身
が
１
０
０
日
間
取
り
組
め
る
健
康
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
定
め
ま
す
。
健
康
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

取
り
組
み
、
達
成
す
る
と
１
ポ
イ
ン
ト
が
付

与
さ
れ
ま
す
（
複
数
の
目
標
を
達
成
し
て
も

１
日
１
ポ
イ
ン
ト
ま
で)

。
１
ポ
イ
ン
ト
を
取

得
し
た
ら
記
録
票
の
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
１
マ
ス

に
色
を
塗
り
ま
す
。
こ
の
記
録
票
は
サ
ク
ラ

ン
ボ
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
塗
り
絵
で
、
１
０

０
ポ
イ
ン
ト
で
全
部
の
マ
ス
が
染
ま
り
、
絵

が
完
成
し
ま
す
。

②
健
康
づ
く
り
必
須
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

取
り
組
も
う
！

　
健
康
づ
く
り
に
向
け
て
３
つ
の
必
須
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
設
定
し
ま
し
た
の
で
、
い
ず
れ
に

も
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

必
須
Ａ
／
健
康
診
断
の
受
診

　
健
康
づ
く
り
の
第
一
歩
は
、
ま
ず
は
自
身

の
体
の
状
態
を
知
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
市
や
職
場
で
の
健
診
を
受

診
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
医
療
機
関
を
定
期

的
に
受
診
さ
れ
て
い
る
場
合
で
も
対
象
で
す
。

必
須
Ｂ
／
市
主
催
の
教
室
等
へ
の
参
加

　
市
主
催
の
さ
が
え
健
康
づ
く
り
教
室
や
健

康
相
談
、
健
診
結
果
説
明
会
、
運
動
教
室
な

ど
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

必
須
Ｃ
／
地
域
活
動
等
へ
の
参
加

　
町
会
等
の
地
域
や
各
種
団
体
の
活
動
（
植

栽
・
清
掃
活
動
、
サ
ー
ク
ル
活
動
、
地
域
の

ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
文
化
祭
等
）
へ
参
加
し
て
、

人
々
と
の
交
流
を
図
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
が
た
ま
る
と

　
特
典
が
受
け
ら
れ
ま
す

　
そ
れ
ぞ
れ
の
ポ
イ
ン
ト
に
応
じ
て
、
特
典

が
受
け
ら
れ
ま
す
。
記
録
票
を
ハ
ー
ト
フ
ル

セ
ン
タ
ー
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
実
施
期
間

中
１
人
１
回
に
限
り
ま
す
。

■ 

特
典
１
／｢

①
健
康
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
50
ポ

イ
ン
ト
に
達
し
た
ら
「
や
ま
が
た
健
康
づ

く
り
応
援
カ
ー
ド
」
を
交
付
し
ま
す
。
県

内
の
や
ま
が
た
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
協

賛
店
舗
に
提
示
す
る
と
、
料
金
割
引
等
の

特
典
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■ 

特
典
２
／｢

①
健
康
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
１
０

０
ポ
イ
ン
ト
を
達
成
し
「
②
健
康
づ
く
り

必
須
プ
ラ
グ
ラ
ム
」
も
３
つ
達
成
し
た
場

合
は
、
記
念
品
贈
呈
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

記
念
品
の
内
容
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■ 

記
録
票
の
入
手
先
／
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ

ー
、
市
役
所
、
文
化
セ
ン
タ
ー
、
市
立
図

書
館
、
南
部
・
柴
橋
・
西
部
の
各
地
区
公

民
館
、
市
民
体
育
館
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

●
問
合
せ
／
市
健
康
福
祉
課
市
民
健
康
係

　
☎(

８
６)

２
１
１
１
内
線
620
へ
。

健
康
づ
く
り
を
始
め
ま
し
ょ
う

　
さ
が
え
市
民
１
０
０
日
健
康
づ
く
り
事
業

は
、
健
康
診
断
の
受
診
や
健
康
教
室
な
ど
へ

の
参
加
、
ま
た
、
各
自
の
健
康
に
ち
な
ん
だ

取
り
組
み
を
実
践
し
、
ポ
イ
ン
ト
を
取
得
す

る
こ
と
で
特
典
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
市
民
の

皆
さ
ん
に
特
定
健
診
・
が
ん
検
診
の
受
診
や

健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
も
ら
お
う
と
企

画
し
た
も
の
で
、
特
に
、
若
い
世
代
の
特
定

健
診
や
が
ん
検
診
の
受
診
率
向
上
、
団
塊
の

世
代
の
地
域
活
動
へ
の
参
加
の
き
っ
か
け
づ

く
り
な
ど
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

■ 

実
施
期
間
（
特
典
交
付
受
付
期
間)

／
令
和

３
年
２
月
26
日
(金)
ま
で

■
対
象
／
20
歳
以
上
の
市
民

■ 

内
容
／
１
０
０
日
間
で
取
り
組
む
健
康
プ

さ
が
え
市
民
１
０
０
日
健
康
づ
く
り
事
業
ス
タ
ー
ト

健
康
活
動
を
習
慣
づ
け
よ
う

今日からチャレンジ！
健康づくりを応援

健康プログラムが100ポイン
トに達し、３つの健康づく
り必須プログラムに取り組
んだら、ハートフルセンタ
ーで令和３年２月26日㈮ま
でに記念品の受け付け(１
人１回）を行う。

記録票をハートフルセンタ
ー等で入手する。

健康プログラムを決めて100
日間取り組みながら、健康
づくり必須プログラムＡ・
Ｂ・Ｃにも取り組む。

健康プログラムが50ポイン
トになったら、ハートフル
センターで「やまがた健康
づくり応援カード」をもらう。
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４月の行事予定

　株式会社リプライ(安藤克敏代表取締役）様か
ら、市立保育所とハートフルセンターへ除菌剤8
箱とスプレーボトル15本をいただきました。
　有限会社寒河江衛生管理センター(設樂剛史代
表取締役）様から、放課後児童クラブへ弱酸性次
亜塩素酸水15箱とスプレーボトル15本をいただき
ました。
　西村山建設業協会(國井仁会長）様と県建設業
協会西村山支部青年部(佐藤信悟部長）様から、
放課後児童クラブへ除菌剤375個とハンドソープ30
個、各専用ボトル15本ずつをいただきました。

ご寄附をいただきました

■次号の市報４月20日号は、４月20日㈪に発行します。

　問い合わせいただいた方に各提供者等の連絡先
をお伝えしますので、直接交渉してください。
■ あげます／デジタルコードレス電話機、エレク

トーン、スキー用具
■譲ります（有償)／じゅうたん、着物、50ccバイク
■ 譲って／介護用おむつ・パンツ・紙パット、猫

飼養用品

■あげます／学習机、おひなさま用じゅうたん
●問合せ／市市民生活課☎86-2111内線232へ。

ふれあいゆずりあいコーナー
（３月25日現在）

＝子育てゆずりあいコーナー＝

3 ㈮ 住民異動臨時窓口開庁(午後６時15分まで）

4 ㈯

5 ㈰ 休日当番医(小関内科胃腸科医院)／住民異動臨時
窓口開庁(午前）

6 ㈪

7 ㈫ 市立保育所入所式

8 ㈬ 市立小学校・中学校入学式／行政相談／９～10カ
月児健診

9 ㈭ ふるさと交流スペース／狂犬病予防注射／健康相
談／３歳児健診／市民浴場休場日

10 ㈮ 保健師育児相談／母乳ミルク相談室

11 ㈯

12 ㈰ 休日当番医(南さがえ病院)／証明書交付窓口開庁
(午前）

13 ㈪ 市立図書館休館日

14 ㈫ 法律相談／こころの健康相談／南部・柴橋・西部
地区公民館休館日

15 ㈬ １歳６カ月児健診／フローラ・ＳＡＧＡＥ休館日

16 ㈭ ふるさと交流スペース／狂犬病予防注射／健康相談

17 ㈮ ２歳児ピカピカ歯科検診

18 ㈯ 二ノ堰さくらまつり

19 ㈰
桜まつりイベントデー／狂犬病予防注射／休日当
番医(さとうクリニック)／証明書交付窓口開庁(午
前)／ハートフルセンター休館日

20 ㈪ 市ドック

21 ㈫ 市長相談／市ドック

22 ㈬ 市ドック／レディース検診／３～４カ月児健診／
フローラ・ＳＡＧＡＥ休館日

23 ㈭ ふるさと交流スペース／市ドック／健康相談／レ
ディース検診

24 ㈮ 水道料金・下水道浄化槽使用料(２月・３月分）
口座振替日／市ドック／レディース検診

25 ㈯

26 ㈰ 休日当番医(陵南さとう整形外科)／証明書交付窓
口開庁(午前）

27 ㈪ 市立図書館、市民体育館、チェリーナさがえ休館日

28 ㈫ 中央公民館休館日

29 ㈬ 休日当番医(鈴木眼科）

30 ㈭
水道料金・下水道浄化槽使用料(２月・３月分）
納期限／ふるさと交流スペース／健康相談／レデ
ィース検診

後期高齢者医療被保険者の健康診査
＝基本健診が無料で受けられます＝

　毎日を健康でいきいきと過ごすためには、生活習慣病の改善や病気を早期発見し、重症化を防ぐことが大切で
す。自分の健康状態を定期的に確認し、体調の推移を知るためにも、通院中の方も毎年１回は健康診査を受診し
ましょう。

やまがた子育て応援パスポート
電子画像のダウンロードはお済みですか？

○ 協賛店で子育て世帯がパスポートを提示すると、各種割引・優待サービスや乳幼児連れの外出支援・応援サー
ビス等を受けることができます。同事業ステッカーを掲示している店舗で使えます。

○パスポートの交付対象は、18歳未満の子どもまたは妊婦のいる家庭です。
○ 電子画像は、県ホームページから専用の申請フォームにアクセスしてお使いのスマートフォンに保存または印

刷してお使いください。
　※パスワード入力が必要です。
　※パスワードは、市子育て推進課(ハートフルセンター内）で対象者に配布するチラシに記載されています。
○電子画像を利用できないご家庭には、紙のパスポートを配布しています。
　※詳細については、県ホームページをご覧ください。
●問合せ／県子育て推進部子育て支援課☎023-630-3345へ。

＝後期高齢者の特性を踏まえた質問票＝
　高齢になり、認知機能や社会的つながりを含む心身の機能が低下した介護を必要とする前段階の状態をフレイ
ルといいます。介護予防には、この状態からの改善が重要となります。
　フレイルなど高齢者の特性を踏まえて健康状態を総合的に把握し、重症化を予防するために、令和２年度の健
康診査から、現在使用している質問票に加えて、運動や食生活の習慣、物忘れの有無などを尋ねる「後期高齢者
質問票」を新たに実施します。
●問合せ／市健康福祉課国保医療係☎86-2111内線613へ。

イブニング検診始まります

※ 令和２年度から30歳代の方の乳がん検診の内容が一部変更となり、マンモグラフィ(１方向）と超音波検査と
の組み合わせの検診を行います。

●検診日／10月8日㈭・21日㈬・29日㈭(受付・午後５時30分～６時30分）
●会場／総合健診センター
●その他／申し込み受け付け後、検診日の約２カ月前に問診票を発送します。
●申込／総合健診センター☎84-0851へ。

検診名 対　象 料　金

乳がん検診 　30歳以上の女性
　(ただし、前年度乳がん検診を受診していない方）

30歳代　　3,000円　　
40歳代　　1,700円　　
50歳以上　　900円　　

肺がん検診 　30歳以上の方 65歳未満　　500円　　
65歳以上　　　無料　　

大腸がん検診 　30歳以上の方 500円　　

骨粗鬆症検診 　30・35・40・45・50・55・60・65・70歳の女性 1,200円　　

　夕方の時間帯にがん検診等が受診できるようになります。日中就労していて受診が困難な方でも受診できます
ので、この機会にいかがですか。

５月の行事予定
1 ㈮ レディース検診

2 ㈯
3 ㈰ 休日当番医(寒河江武田内科往診クリニ

ック)／証明書交付窓口開庁(午前）

4 ㈪ 休日当番医(田村内科消化器科クリニック）

5 ㈫ 休日当番医(土田内科医院）

6 ㈬ 休日当番医(南さがえ病院）

7 ㈭ ふるさと交流スペース／健康相談

8 ㈮ 離乳食前期教室／保健師育児相談／母乳
ミルク相談室

9 ㈯

10 ㈰
フラワーロード・花いっぱいまちづくり
推進事業植栽／休日当番医(中正堂髙橋
医院)／証明書交付窓口開庁(午前）

11 ㈪ 市ドック／市立図書館休館日

12 ㈫ 南部・柴橋・西部地区公民館休館日

13 ㈬ ３歳児健診／フローラ・ＳＡＧＡＥ休館日

14 ㈭ ふるさと交流スペース／健康相談／市民
浴場休場日
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　市民レポーターさくらんぼ特派員が「これはイイ」と感じた市内の観光やグルメ、
日常の風景などを自ら取材し、地元の魅力をどんどん紹介していくコーナーです。
　皆さんの所へ取材に伺った際は、ぜひご協力をお願いします。
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Twitterでも特派員が情報配信中　https://twitter.com/sagae_tokuhain

　フローラ・ＳＡＧＡＥ４階に「花の

花」と書かれた部屋があり、以前から

気になっていました。たまたま通った

ら開いていたので聞いたところ、毎週

木曜日に陶芸と織物の体験ができるそ

うで、さくらんぼ共生園で受け付けし

ているとのことでした。　（北條幸子）

 

　｢アートツリーやまがたvol.８－おどろき・きらめき・ときめ木－」が開催され、市美術館に「表現することが楽しい！」という気持ちが伝わってくる芸術作品が数多く展示されていました。作品に感化され、私も絵を描きたくなりました！　　　　　　　（後藤美咲）

　子育てママサークル「Ｙｏｕ＆友クラブ」の皆さんは、ゆめはーと寒河江などで、親子で季節のイベントを行うなどの活動をされています。ママ向け地域密着子育て情報誌にゆめはーと寒河江が取り上げられた際も、表紙を飾っていただきました。　（佐藤真由美）

 

　最上川ふるさと総合公園で行われた

｢ハンドメイド＆着物リメイク作品展｣。

着物を服や雑貨にリメイクした作品や

刺し子作品等、着物の魅力を後世に伝

えたいという思いが伝わってきました。

新たな命が吹き込まれた、和の輝きに

満ちた展示会でした。　（酒井由美子）

寒河江市ホームページ
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さがえの旬 な情報、ご覧ください！
寒河江市役所 検索


